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国
民
の
命
を
守
る
国
保
に
つ
い

て
は
、
本
来
、
国
の
責
任
に
お

い
て
財
政
措
置
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
国
は
こ
の
間
、
国
庫
負
担
率
の
引

き
下
げ
を
続
け
て
お
り
、
国
保
財
政
を

維
持
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
が
や
む

な
く
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

た
め
と
し
て
、
２
０
１
８
年
か
ら
市
町

村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
が
、
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
財
政

運
営
の
主
体
と
な
る
。
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
す
る
地
方
自
治
体
の
責

務
と
し
て
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
手
立
て
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

(1)
広
域
化
に
向
け
て
。
①
取
組
の
現
状

は
。
②
今
後
の
国
保
税
の
試
算
は
。
③

負
担
軽
減
の
た
め
当
面
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
。

(2)
道
は
引
き
上
げ
率
が
５
％
を
超
え
る

市
町
村
に
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
財

政
支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。
期
限
を

設
け
ず
続
け
て
い
く
よ
う
求
め
て
い
く

こ
と
。

(3)
道
の
「
国
保
運
営
方
針
」
の
策
定
に

当
た
り
、
市
町
村
の
自
主
性
の
尊
重
を

明
記
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
く
こ
と
。

(4)
国
保
は
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
。
国

に
国
庫
負
担
の
割
合
を
引
き
上
げ
る
よ

う
求
め
て
い
く
こ
と
。

(1)
①
８
月
に
国
保
運
営
の
統

一
的
な
方
針
と
し
て
「
北
海
道
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
」
が
策
定
さ
れ
た
。

９
月
の
被
保
険
者
証
の
更
新
に
併
せ

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
各
市
町
村
の
決
算
数
値
を
基
に
、
北

海
道
が
市
町
村
ご
と
の
納
付
金
額
を
仮

算
定
し
て
い
る
。
８
月
の
仮
算
定
結
果

は
、
本
町
で
は
平
成
28
年
度
の
１
人
当

た
り
の
保
険
税
に
対
し
、
率
に
し
て
１
・

６
％
の
減
と
示
さ
れ
た
。
本
算
定
は
、

来
年
１
月
に
納
付
金
お
よ
び
標
準
保
険

料
率
の
通
知
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
基

に
今
後
の
保
険
税
率
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
赤
字
補
填
な
ど
を
目
的
と
し
た
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
は
、
６
年
以

内
を
目
標
に
、
段
階
的
な
解
消
に
取
り

組
む
こ
と
が
運
営
方
針
に
も
明
記
さ
れ

た
。
６
年
以
内
が
困
難
な
場
合
は
、
市

町
村
の
実
情
に
応
じ
て
設
定
す
る
こ
と

も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

今
回
の
仮
算
定
結
果
で
、
現
行
の
保
険

税
額
と
北
海
道
へ
の
納
付
金
額
に
ほ
と

ん
ど
差
異
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
現
時
点

で
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う

必
要
性
は
極
め
て
薄
い
。

(2)
当
初
案
で
は
、
平
成
30
年
度
は
５
％

を
超
え
る
増
加
率
が
あ
っ
た
市
町
村
を

激
変
緩
和
措
置
の
対
象
と
し
、
増
加
率

５
％
を
上
限
に
超
え
る
部
分
を
緩
和
す

る
と
し
て
い
た
が
、
再
検
討
が
行
わ
れ
、

５
％
か
ら
２
％
に
見
直
し
さ
れ
た
。
平

成
30
年
度
に
は
２
％
、
31
年
度
は
４
％
、

32
年
度
は
６
・
１
％
、
33
年
度
は
８
・
２

％
、
34
年
度
は
10
・
４
％
、
35
年
度
は

12
・
６
％
を
超
え
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
緩

和
し
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

激
変
緩
和
措
置
の
期
間
終
了
後
も
、
納

付
金
制
度
の
安
定
化
に
必
要
な
対
策
を

行
う
考
え
方
が
示
さ
れ
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
市
町
村
連
携
会
議
な
ど
の

機
会
を
捉
え
て
意
見
し
て
い
き
た
い
。

(3)
国
保
運
営
方
針
の
見
直
し
に
当
た

り
、
３
年
ご
と
に
検
証
を
行
う
と
し
て

お
り
、
市
町
村
を
含
め
た
関
係
者
間
の

意
見
交
換
や
協
議
の
場
と
し
て
、
引
き

続
き
市
町
村
連
携
会
議
が
設
置
さ
れ

る
。
今
後
も
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、

必
要
な
意
見
を
出
し
て
い
き
た
い
。

(4)
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
や

制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
現
在
で

は
医
療
給
付
費
に
対
す
る
国
庫
負
担
金

の
交
付
率
は
32
％
、
国
の
調
整
交
付
金

は
９
％
、
都
道
府
県
の
調
整
交
付
金
は

９
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
と
北
海
道
に

よ
り
50
％
相
当
分
が
措
置
さ
れ
て
い

る
。
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
国
保
の
安
定
的
か
つ
持
続
的

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
国
庫
負
担
割

合
の
引
上
げ
な
ど
国
保
財
政
基
盤
の
拡

充
・
強
化
を
図
り
、
国
の
責
任
と
負
担

に
お
い
て
、
実
効
あ
る
措
置
を
講
じ
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
十
勝
町
村
会
等
を

通
じ
て
要
請
し
て
い
く
。

答問
来
年
１
月
の
標
準
保
険
料
率
（
本
算
定
）
の
通
知

を
基
に
、
今
後
の
保
険
税
率
を
検
討
し
た
い

安
心
し
て
利
用
で
き
る
国
民
健
康
保
険
制
度
に

問

町
　
長
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